
（別紙３）

～ ７年　２月　3日

（対象者数） 22 （回答者数） 20

～ 7年　2月　7日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

一人一人に合った活動を取り入れながら、学年の違うお友達
との関わり方を覚えていけるような活動メニューを増やして
いく

2

テーマを決めて活動内容を決めていく
職員間で活動内容の案を出し合い、メニューを増やしていく

3

地域へ返った時のことを考え、困りごとを減らしていける
ように支援し、自身で考えて行動できるようにコミュニケー
ション能力の向上を目指し支援していく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

低学年の利用は安定している為、低学年の児童を増やす。
送迎時や面談など保護者との会話の中で、利用日を減らして
いくタイミングや退所を考えているタイミングを聞いてい
く。
相談支援事業所へ問い合わせ、利用を考えている児童の有無
を聞く。

2

相談支援員さん等に他事業所の情報をもらい情報収集してい
く。

3

職員体制を増やしていく
下校時間が重なり、どうしても送迎が難しい場合は自宅で
待ってもらう等、保護者の理解を得ていく

対象児童が１年生～６年生のため、中学生になってからも放デ
イを利用する場合は、利用先をさがさなくてはならない。

対象年齢を定めているが、相談支援員さんと相談しながら
退所後の通所先をしっかりと伝えていく。

下校時間が重なり、学校への送迎時に職員の人数が必要な為、
送迎できる小学校が限られてしまう。

地域の小学校へ通う児童を対象にしている為

一人一人の成⾧に合わせ、地域へ返すことも視野に入れた支援
を行っている。

児童の成⾧に合わせて、放課後の過ごしかたの大切さを
伝え、面談等で時期を見ながら相談している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

一人一人の成⾧に合わせ、地域へ返すことも目的としているた
め、高学年になると退所する児童もいる。
空きがでるタイミングが定まらない為、利用人数が減ってしま
うことがある。

高学年になると、放課後の過ごし方を自分で考えていくことを
促している為

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

近隣の小学校の支援級・普通級の１年生～６年生までを対象に
し、小集団の中で一人一人に合わせた支援を行っている。

自分の気持ちの伝え方、相手の気持ちを考えることなど、
人とコミュニケーションをとる上で大切なことを伝えている。
SST等で自分のいいところや相手のいいところを考え、伝え
合っている。

外活動、室内活動共に、身体を動かす活動をメインに取り入
れ、身体の動かし方を覚えながら基礎体力をつけていく。
身体を動かす事で心の安定や成⾧に繋げて、小集団の中で自立
に向けた支援を行っている。

体幹トレーニングや身体の動かし方を意識し、サーキット
メニューが一定にならないように工夫している。

○従業者評価実施期間 7年　1月　30日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 7年　2月　10日

○事業所名 　ああるまつりかレインボーウイング

○保護者評価実施期間 ７年　１月　20日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


